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１．はじめに 

近年は高齢化社会の進展に伴い駅空間のバリアフリー化やユニバーサルデザイン等の観点が駅空間整備に欠

かせないものとなっている。しかし新たに駅空間が形成される場合でも、既成の空間を改良する場合でも、わ

が国では残念ながら都市の拠点空間としてのポンシャルが活かされた事例はほとんど見当たらない。いわゆる

交通バリアフリー法により、駅に関連する空間において段差の解消、エレベーター、エスカレーター等の設置、

誘導警告ブロックの敷設といった付加的対策や既存の空間については一部、改善がなされるようになったが、

問題はより空間を巨視的に見たときの複合的な空間構成のあり方である。日本の駅空間は、ホームやコンコー

ス、ペデストリアンデッキ等の様々な機能的施設が複合的かつ立体的に空間を形成している。問題はその空間

形成過程にあり、次々と要請される機能改善への場当たり的な対応や、本質的改善を許さない厳しい制約条件

が錯綜した空間構成を生み出している。このような問題に対処するためには分断化されがちな空間を統合する

ための空間構成手法を構築する必要がある。本研究では東京近郊の鉄道駅舎およびその周辺空間について空間

調査を実施し、それら空間統合上の問題点を抽出・整理した。その結果から物理的かつ視覚的な観点から空間

統合の状態を検証し、場所の認識に着目した空間的連続性の評価法について提案した。 

 

２．駅空間における連続性と空間定位の評価 

2.1 空間分析の観点 

様々な事例の現地観測から連続性の問題は物理的な空間形状のみならず利用者の場所認識能力が重要である

との結論に至った。駅の利用者に空間のわかりやすさを提供するためには、自分が何処にいて何処に向かうの

かという場の認識＝空間定位を高め、移動行動・シークエンスを明確化する必要がある。このような考え方か

ら、連続性とは、連続的に空間への定位条件が与えられている状態と定義する。この空間的連続性は物理的連

続性（空間形状が連続）と視覚的連続性（相互に視認可）に分類され、利用者の動線上の各視点において様々

なタイプの定位条件によって強化されていると考える。 

 

2.2 空間的連続性を高める定位条件 

駅空間の連続性分析に有効な場の定位条件は下記の通り整理される。 

a）地図型定位：高い位置からの俯瞰視線によって周辺空間の地図的位置関係を幾何学的に理解することで成立

する場の定位である。歩き回ることによる身体経験型定位を成立させる前に、自分の移動する空間の認知地図

を形成することができる。 

b）構図意味型定位：歩行者が体験する景観構図にある秩序が成立したとき、その場面の理解や記憶が場の定位

を強化する。ビスタ－アイストップ構図、シンメトリ構図、視覚的誘導などの構図上の特徴が場の定位として

の連続性を強化する。 

c）アンカー型定位：駅外部のランドマークや駅内部のアイストップを位置のアンカーとして認識することで成



立する定位である。アンカーに対する連続的な視認とその形態変化（方向認知、距離感の違い）を頼りに歩行

者は自らの位置を把握する。 

d）身体経験型定位：人々が様々な位置を移動したり、様々な方向で周囲を眺めることで、多くの空間情報を感

覚的に実体験し、それにより成立する定位である。 

e）情報型定位：標識やサインなどのテキスト性を有する情報によって歩行者の定位を促すものである。 

これらの定位条件に着目し、調査対象の要所に着目しつつ①駅舎内部の連続性、②駅舎と外部空間の連続性、

③駅前広場の周辺空間の連続性について評価を行った。 

 

2.3 空間的連続性の評価 

駅舎内部空間については、物理的、視覚的連

続性の観点から、①改札、コンコースおよび自

由通路の平面的位置関係、②大空間架構を利用

した駅舎内デッキおよび壁面張出バルコニーの

効用、③駅舎内モニュメントの観点について、

各空間定位条件との関連付けを行った。続いて

駅舎内外の境界部については、①入り口部の空

間的レベル差、②駅舎外壁形態、③接続階段の

位置や方向などの形態について考察を行った。

また駅前広場と周辺街路空間の連続性について

は、①ペデストリアンデッキの視点場としての

活用、②駅前広場における駅舎およびモニュメ

ントのアイストップ効果、について考察を行う

ことができた。図１は後者の駅舎内外の境界部

のデザインに関する考察事例の一つである。た

とえば駅舎外壁形態における形状の違いについ

ては、異なる空間の条件でも、駅内部の空間を

外部の都市空間と統合化し、連続性を高める可

能性を有している。橋上駅のタイプでは鉛直方

向のレベル差が空間的連続性を阻害する要因と

なりやすいが、(A)はレベル差を解消する階段を

大胆に都市空間側に向け、大きな開口部をとる

ことによってレベル差の印象を和らげている。

またこのゆるやかな俯瞰の視線が開口部のフレ

ームと一体となって視線誘導効果をもつ構図意

味型定位をなし、内外の空間の一体感を強めて

いる。一方、レベル差を解消する階段を都市に

向かって横に振るとより省スペースな境界部となるが、この（C)のような場合は、できる限り開口部の透過性

を高め、かつ接続階段部からの外部の視認性を保つようにすれば連続性の効果を（A)と近いものにすることが

可能である。駅前広場の構成によっては俯瞰視線による広場への地図型定位がより明確に得られる効果も期待

できる。この場合踊り場となる箇所に滞留性をもたせるような座具を配置するなど、身体経験型定位の条件に

各パターンとイメージ図 事例写真 

（A)開口部型 
地下駅や橋上駅において大きな開
口部を設けることで駅舎内からの
外部との視覚的連続性を高める。 
 

滞留空間

駅前広場

駅舎

駅舎内部の開口フレーム内に外部
景観が生け捕られ構図として内外
が統合される。視線誘導性、構図意
味型定位が強い。 

（B)透過面型 
地上駅等の比較的大きな規模の駅
舎において、透過性の高い外壁部に
より外部との視覚的連続性を高め
る。 

滞留空間 駅前広場

駅舎

 

透過面のメリットは広範囲に外部景
観を内部に投影できることである。
位置関係を考慮することでアンカ
ー型定位を誘引しやすい。 

（C)踊り場俯瞰型 
広場に接続する階段踊り場部
分に開口部を設け、滞留しやす
くし広場を俯瞰する空間をつ
くる。外部への接続階段は省ス
ペースへの配慮がなされうる。
階段部の外部への視認性を確
保するとよい。 
 

駅前広場

駅舎

滞留空間

開口部から明確な地図型定位が得
られる。シークエンスの移行部とし
て身体経験型、見え隠れのアンカ
ー型定位を誘引できる。踊り場に座
具など配置することで身体経験型
定位を強化できる。 

 
図１ 駅舎内外の境界部形態と視覚的連続性 



よって場所性を強化することができる。また（B)のようにレベル差とは別に外壁形態の透過性を高めることは、

駅内部の多くの視点から、駅外部の都市への視認性を高め、ランドマークの位置や内部空間の視点場分布を考

慮することでアンカー型定位の効果を期待することができる。 

 

2.4 空間的連続性の評価法 

 本研究では現地観測および考察結果から、駅空間の空間的連続性を現段階では定性的にではあるが、とりま

とめる方法が提案された。これは駅の利用者の移動動線を想定し、その中で５つの空間定位条件をもとに、問

題を抱える地点や空間デザインによって潜在的に改善効果が見込める箇所を検討するもので、以下のような手

図２ 空間的連続性の評価：ステップ③の評価シート例
（さいたま新都心駅－北与野駅間の空間的連続性評価の一部より） 
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定位条件 評価 内容
地図型定位

構図秩序型定位 △ ルーフや点字ブロックによって視線誘導を感じる
× ルーフの部材による視認性の低下
× 標識による視認性の低下

アンカー型定位 ◎ 駅がアイストップになっている
△ ルーフに透過性があるため視認性を確保している

場所経験型定位

情報型定位 ◎ 標識やサインあり

視認性 △ 構造物による視認性の低下

定位条件 評価 内容
地図型定位

構図秩序型定位

アンカー型定位

場所経験型定位 △ エスカレーターによる移動景の体験

情報型定位 ◎ 標識やサインあり

視認性 × エレベーターによる視認性の低下

定位条件 評価 内容
地図型定位

構図秩序型定位 ◎ ルーフや点字ブロックによって視線誘導を感じる
△ ルーフの部材による視認性の低下
△ 標識による視認性の低下

アンカー型定位 ○ アリーナがアイストップになっている
△ ルーフに透過性があるため視認性を確保している

場所経験型定位

情報型定位 ◎ 標識やサインあり

視認性 △ 構造物による視認性の低下

定位条件 評価 内容
地図型定位

構図秩序型定位

アンカー型定位 ○ 並木植栽がひとつのアイストップになっている
△ 広場がアイストップになっている（色の変化）

場所経験型定位 △ 座具による空間体験

情報型定位 △ サインあり（床面）

視認性 ○ 障害物が少なく視認性が良い

定位条件 評価 内容
地図型定位

構図秩序型定位 ○ 並木植栽によって視線誘導を感じる
△ 等間隔に植栽があるため迷いやすい空間となっている

アンカー型定位 ○ 駅がアイストップになっている
× ルーフがアイストップの視認性を阻害している

場所経験型定位 △ 座具による空間体験

情報型定位

視認性 ○ 障害物が少なく視認性が良い

 



順によるものである。 

ステップ①：想定される駅利用者の主要動線を把握 

ステップ②：主要動線における空間形態、代表的な景観変化地点を把握 

ステップ③：各視点場における利用者の視野映像について構図分析を実施、５つの定位条件を強化もしくは減少

させる項目をチェックする。条件に合致する景観構成要素、空間構成について一覧表にとりまとめる。 

ステップ④：動線上の各視点の評価結果を連続的にみて相対的に空間定位条件が弱いと思われる地点を把握 

ステップ⑤：指摘された問題箇所について改善法を提案。問題となる定位条件に拘らず他の空間定位条件で補完

することを考える。特に問題となる箇所について、デザイン上の改善法が見当たらない場合は案内板・サインと

いった情報型定位の改善を考える。 

 空間の連続性を評価することについて最も重要なステップは、各種場の定位の条件を空間の観察から抽出する

ステップ③である。図２はこの評価法に従って実施したケーススタディの一部で、ステップ③の作業において使

用される評価シートである。調査目標は、さいたま新都心駅（JR京浜東北線）と北与野駅（JR埼京線）の間の動

線についてその空間的連続性を評価することである。この区間は主にペデストリアンデッキを主体とした空間で

あり、さいたまスーパーアリーナ近傍のけやき広場周辺には公共施設や滞留空間が集中し、デザイン上多様な空

間構成を観察することができる。このような空間構成を体験する要所となる視点場を抽出し、場の定位の条件が

どの程度理想的な状況で成立しているか、またその条件に関して逆効果となるような問題点を有していないかを

表形式で記述している。 

 

３．おわりに 

 本研究では駅空間の現状について駅内外の視点場において撮影された景観映像をもとに、場の定位条件に着目

した空間連続性の評価法を示した。これにより連続的な視点場上の景観構図および周辺空間の視認性を分析する

ことで、移動のわかりやすさなど、動線上の問題点を指摘することが可能となった。しかし５つの定位条件に照

らし合わせてチェック項目の定性的評価を動線上で連続的に実施するのは煩瑣な作業であり、今後定位条件を定

量的に表現し、よりシステマティックに扱えるような方法を検討することが課題である。 
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